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年
、日
本
は
一
九
八
〇
年
以
来
の
貿

易
赤
字
に
転
落
し
た
。
所
得
収
支

の
黒
字
で
貿
易
赤
字
を
補
っ
た
も
の
の
、経

常
収
支
の
黒
字
は
前
年
比
半
減
し
、一
〇
兆

円
弱
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

経
常
収
支
は
、対
外
的
な
貿
易
取
引
や

投
資
収
益
な
ど
を
示
す
指
標
。
国
単
位
で

見
て
、貿
易
や
投
資
で
ど
う
稼
ぐ
の
か
、い

わ
ば
一
国
経
済
の
基
本
的
な
姿
を
表
す
重

要
な
指
標
で
も
あ
る
。

　

モ
ノ
を
外
国
に
売
っ
て
稼
ぐ
力（
貿
易
収

支
）と
、
金
融
取
引
に
よ
る
収
益（
所
得
収

支
）は
、長
ら
く
日
本
の
経
常
黒
字
の
源
泉

で
も
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、そ
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
貿
易

収
支
が
赤
字
に
陥
っ
た
。
昨
年
は
大
震
災

の
影
響
で
輸
出
が
伸
び
ず
、
燃
料
価
格
の

高
騰
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
が
増
大
し
た
と
い

う
事
情
も
あ
る
。
だ
が
、こ
の
貿
易
赤
字
は

一
時
的
で
は
な
く
、構
造
的
な
要
因
に
基
づ

く
と
見
た
方
が
よ
い
。

　

そ
の
理
由
は
、（
1
）為
替
の
円
高
や
産

業
空
洞
化
に
伴
う
輸
出
不
振
、（
2
）交
易

条
件
の
悪
化（
輸
出
価
格
の
低
迷
）に
よ
る

収
益
力
の
低
下
─
─
で
、輸
出
産
業
に
か

つ
て
の
よ
う
な
元
気
が
な
い
こ
と
。
実
際
、

自
動
車
、電
機
な
ど
代
表
的
な
輸
出
産
業

の
今
期
決
算
見
通
し
は
軒
並
み
巨
額
の
赤

字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
、輸
入
金
額
は

恒
常
的
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
貿
易

黒
字
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
九
八
年
と
比
べ
て
も

輸
入
金
額
は
約
二
倍
近
く
増
加
。
そ
の
主

因
は
原
油
な
ど
の
輸
入
が
四
倍
弱
も
急
増

し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

貿
易
赤
字
が
定
着
し
、今
後
赤
字
幅
が

拡
大
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、頼
み
は
所
得
収

支
の
黒
字（
対
外
投
資
に
よ
る
リ
タ
ー
ン
）

だ
が
、こ
ち
ら
も
先
行
き
は
危
う
い
。

　

昨
年
の
所
得
収
支
は
一
四
兆
円
の
黒
字

だ
っ
た
。
そ
の
大
半
は
証
券
投
資（
債
券
、

株
式
投
資
）に
伴
う
利
子・配
当
収
入
。
残

り
は
、M
&
A
な
ど
対
外
直
接
投
資
に
よ
る

配
当
収
入
が
占
め
る
。

　

だ
が
、日
本
の
証
券
投
資
の
主
投
資
先
で

あ
る
欧
米
は
長
期
的
な
金
利
低
下
傾
向
に

あ
り
、今
後
飛
躍
的
に
リ
タ
ー
ン
が
増
大
す

る
と
は
思
え
な
い
。

　

直
接
投
資
に
つ
い
て
も
、日
本
の
投
資
残

高
の
対
G
D
P
比
率
は
一
五
％
程
度
と
、欧

米
各
国（
英
国
七
五
％
）に
比
べ
極
め
て
低

い
。
ま
た
、直
接
投
資
の
収
益
率
も
四・六
％

と
米
国（
八・九
％
）な
ど
と
比
べ
て
見
劣
り

す
る
状
況
だ
。
今
後
、ア
ジ
ア
な
ど
成
長
国

へ
の
投
資
は
確
実
に
増
え
る
だ
ろ
う
が
、所

得
収
支
を
強
力
に
押
し
上
げ
る
力
と
な
る

か
ど
う
か
、な
お
不
透
明
だ
。

　

貿
易
収
支
の
赤
字
拡
大
と
所
得
収
支
の

伸
び
悩
み
を
考
え
れ
ば
、当
然
、い
つ
の
日

か
日
本
も
経
常
収
支
赤
字
国
へ
の
転
落
が

視
野
に
入
っ
て
く
る
。

　

で
は
、経
常
赤
字
に
陥
れ
ば
ど
う
な
る
の

か
。
マ
ク
ロ
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、ま
ず
金
利
上
昇
と
為
替
の
円

安
の
進
展
が
考
え
ら
れ
る
。
長
期
金
利
の

上
昇
は
当
然
、設
備
投
資
や
住
宅
投
資
を

押
し
下
げ
、
経
済
活
動
の
縮
小
に
つ
な
が

り
、G
D
P
を
押
し
下
げ
る
。

　

一
方
、円
安
は
輸
出
産
業
に
と
っ
て
一
定

の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、輸
入
物
価
の
上
昇
、

と
り
わ
け
原
油
価
格
の
さ
ら
な
る
上
昇
を

通
じ
て
、国
内
企
業
や
家
計
を
圧
迫
す
る
。

多
く
の
企
業
は
人
件
費
圧
縮
に
動
き
、雇

用
や
所
得
環
境
に
も
悪
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ

う
。

　

そ
し
て
最
も
怖
い
の
は
、G
D
P
の
二
倍

を
超
え
る
債
務
を
抱
え
る
財
政
赤
字
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
支
障
が
出
る
こ
と
だ
。
日

本
国
債
は
そ
の
大
半
を
国
内
貯
蓄
で
賄
っ

て
い
る
た
め
、長
期
金
利
は
低
位
安
定
が
続

い
て
き
た
。
し
か
し
、経
常
赤
字
国
に
な
れ

ば
、海
外
の
資
金
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が

必
要
と
な
り
、
金
利
は
急
上
昇
し
か
ね
な

い
。
家
計
の
貯
蓄
率
も
急
速
に
低
下
し
て

い
る
。

　

ま
た
、国
債
価
格
の
下
落
は
、国
債
を
大

量
保
有
す
る
銀
行・生
損
保
な
ど
主
要
金
融

機
関
の
体
力
を
磨
耗
さ
せ
、再
び「
金
融
危

機
」の
引
き
金
と
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
金
利

の
上
昇
は
国
債
費
の
増
加
を
通
じ
て
財
政

運
営
に
も
悪
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う
。

　

国
債
暴
落
、
金
利
上
昇
、
輸
入
物
価
の

上
昇
、不
況
の
蔓
延
─
─
な
ど
、経
常
赤
字

の
世
界
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
は
、か

な
り
悲
惨
で
暗
い
。

　

政
府
は
二
〇
〇
五
年
に
ま
と
め
た
二
一
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
で「
成
熟
し
た
債
権
国
」構
想

を
打
ち
出
し
た
。
所
得
収
支
の
黒
字
で
経

常
黒
字
を
維
持
す
る
シ
ナ
リ
オ
だ
っ
た
が
、

貿
易
赤
字
転
落
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
予
測
よ
り

二
〇
年
も
早
く
訪
れ
た
。

　

経
常
赤
字
国
に
転
落
し
な
い
た
め
に
、

何
が
必
要
な
の
か
。
輸
出
競
争
力
の
向
上

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
の
是
正
、投
資
を

阻
む
規
制
の
緩
和
、内
需
拡
大
や
リ
ス
ク
過

大
の
金
融
規
制
な
ど
、政
府
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
。
骨
太
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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